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ひびき合う学校♪ 

25 秒の奇跡 
 2023 年の下半期がスタートしました。上半期の生徒たちの 

成長を実感します。朝のチャイムの 25 秒間の生徒の様子を参観 

された方々は、「すごい学校だ」と言われます。 

 毎朝、ほとんどの教員が教室や廊下で生徒を迎えていますが、 

指示はしません。生徒は 25 秒間のチャイムで、読書を始めます。 

さすが 9 年生の朝の姿勢はすごいです。 
 

8 年生も授業の変化が見られます。難しい問題を解くのに、グループ学習が増えました。 

「あぁそうか！」「なるほど！」という声が自然に出て、学び合う姿勢に成長が見られます。そ

の前向きさが部活動につながり、20 日（金）の秋季大会に向けて部活動に力が入っています。 
  

 7 年生は、行動に落ち着きが見られます。入学したときから言葉遣いがしっかりしている生徒

が多いのですが、マイシティなど多くの経験を通して対話の力が高まり、気持ちよく人とかかわ

る姿が増えてきました。 
 

下半期は、9 年生は「義務教育の終了を迎え、一人ひとりが進路を決定し、自立する」、8 年

生は「最高学年を前に、学園のリーダーの一人となる」、7 年生は、「第 2 ステージを終え、学

園を創る生徒の一人となる」ことを目指して、全力で取り組みます。保護者や地域の皆様、変わ

らぬ温かい励ましとご支援をよろしくお願いします。 



「どこからでも ・ どこまででも ・ どの間でも」  

高中オリジナル・ブックカバー 
        

「マイ・シティ 高島」 地域と一緒に学ぶ 

全国学力学習状況調査の結果 
 授業では、「主体的な学びを育むこと」を目標に、小学校教員と共に取り組んでいます。 

先日、高島中学校は、e-ライブラリーの活用率が最も高い学校だと報告を受けました。学校で

は、e-ライブラリーを使うことを宿題や課題とすることはほぼないので、生徒が自ら取り組みを進

めているということがわかりました。まさに目指すところです。 
 

今年の全国学力学習状況調査の結果が出ました。今年は、国語、数学、英語の 3 教科の調査があ

りました。本校の正答率は、国語と数学は、全国とほぼ同じで、英語は約 2 ポイント高いという結

果でした。そして、次のような分析とアドバイスがされました。 

国語…場面に応じて質問を考えることができるが、自分の思いを表現する問題に練習が必

要である。数学…反比例について理解できているが、自然数の意味を再度確認する必要があ

る。基本的な問題を積み上げ、応用問題へ挑戦すると良い。英語…リスニングで情報を正確

に聞き取っているが、考えを簡単な英語で記述する練習が必要である。 
 

この分析から、国語と英語では、「自分の考えをもち、それを表現する力」をつける必要

があると考えられます。日頃から、「考えて人に話す」「考えて文で書く」ことを意識する

と良いでしょう。グループ学習で進んで友達と会話をし、先生と対話をする、また、生活ノ

ートなどで、日々の思いを書いて伝えることを積み重ねるのは効果的です。自分に合った方

法を選び、取り組んでみてください。 
 


